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(57)【要約】
【課題】化粧のしやすい姿勢で化粧を容易にすることが
でき、さらに化粧空間の中央部に設置することができ、
化粧空間を仕切ることができる化粧台を提供する。
【解決手段】　カウンター２と、カウンター２の上面か
ら上方に突出し正面側に鏡を備えた仕切板３とからなる
化粧台１のカウンター正面部と仕切板正面部との間隔が
３００ｍｍ～４００ｍｍの範囲で形成されている。仕切
板３の内部に照明装置４が設けられ、仕切板３の表面部
は、鏡部５と、照明装置４の光を透過する透過部６を有
し、表面部は継ぎ目レスの板材で構成される。仕切板３
の横幅はカウンター２の横幅よりも短く、仕切板３のい
ずれか一方又は両方の側を介してカウンター２越しに化
粧台１の背面側の空間を認識できるとよい。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カウンターと、該カウンターの上面から上方に突出し正面側に鏡を備えた仕切板とから
なる化粧台であって、
　カウンター正面部と仕切板正面部との間隔が３００ｍｍ～４００ｍｍの範囲で形成され
ていることを特徴とする化粧台。
【請求項２】
　照明装置が設けられている請求項１に記載の化粧台。
【請求項３】
　前記カウンターと仕切板との間には引き出し式の収納部が設けられている請求項１乃至
２に記載の化粧台。
【請求項４】
　前記仕切板の横幅はカウンターの横幅よりも短く、仕切板のいずれか一方又は両方の側
を介してカウンター越しに化粧台の背面側の空間を認識することができる請求項１乃至３
に記載の化粧台。
【請求項５】
　前記化粧台のカウンターの一方の端部には、給水栓と水を受ける洗面ボウルからなる洗
面部が設けられ、
　洗面部はカウンターの正面側、背面側、側面側の３方向からアクセス可能である請求項
１乃至４に記載の化粧台。
【請求項６】
　前記仕切板の内部に前記照明装置が設けられ、
　前記仕切板の表面部は、
　鏡部と、
　照明装置の光を透過する透過部を有し、
　表面部は継ぎ目レスの板材からなる請求項２乃至５に記載の化粧台。
【請求項７】
　前記透過部は、サンド加工がなされている請求項６に記載の化粧台。
【請求項８】
　前記化粧台に設けられる照明装置の透過部を介して照射される照明は、
　色温度が５０００ケルビン以上、
　照度が５５０ルクス～６５０ルクス、
　平均演色評価指数が８５～１００である請求項２乃至７に記載の化粧台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧がしやすい化粧台に関する。また、化粧空間の中央部に設置することで
化粧空間を仕切ることができる化粧台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、カウンターとカウンターの上面に鏡が突出した化粧台は提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－８２３９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、鏡の位置や大きさに考慮はなされていても、化粧をする姿勢や照明、鏡、収納
など化粧のしやすさに配慮した化粧台は提案されていなかった。また、従来の化粧台は化
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粧台の背面を部屋の壁面に相対して壁面に沿って設置することを前提として設計されてい
る。
【０００５】
　本発明は、以上のような問題点に鑑み、化粧のしやすい姿勢で化粧を容易にすることが
できる化粧台を提供することを課題とする。さらには、化粧空間の中央部に設置すること
ができ、化粧空間を仕切ることができる化粧台を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題は、カウンターと、該カウンターの上面から上方に突出し正面側に鏡を備え
た仕切板とからなる化粧台であって、カウンター正面部と仕切板正面部との間隔が３００
ｍｍ～４００ｍｍの範囲で形成されていることを特徴とする化粧台により解決される。
【０００７】
　この化粧台では、カウンター正面部と鏡を備えた仕切板正面部との間隔が３００ｍｍ～
４００ｍｍの範囲で形成されているので、カウンターの正面に座ったときに、仕切板正面
部に備えられた鏡までの適切な距離が確保されるので、カウンターの正面に座り仕切板正
面部の鏡に向かって化粧をする場合に、カウンターの正面に座って化粧をするだけで、化
粧の具合を確かめるためにわざわざ鏡に近寄らなくてもよい。
【０００８】
　上記の化粧台において、照明装置が設けられているとよい。
【０００９】
　化粧台に照明装置が設けられていることで、化粧の時に必要な照明を容易に確保するこ
とができ、別途照明装置を用意する必要がなく、また化粧空間内の天井に設けられたシー
リングライトなどの照明をたよりに化粧を行う必要もない。
【００１０】
　上記の化粧台において、カウンターと仕切板との間には引き出し式の収納部が設けられ
ているとよい。
【００１１】
　カウンターと仕切板の間に引き出し式の収納部が設けられているので、化粧台の前に座
って化粧をしているときでも、収納物の取り出しを容易にすることができる。カウンター
の下に引き出し式の収納部を設けてしまうと、収納部を引き出して収納物を取り出すとき
には、体を反らせたり、体の位置を変えなければならないが、体を動かしたりしにくい化
粧中であっても、本発明の化粧台であれば容易に収納部を引き出して収納物を取り出すこ
とができる。
【００１２】
　上記の化粧台において、仕切板の横幅はカウンターの横幅よりも短く、仕切板のいずれ
か一方又は両方の側を介してカウンター越しに化粧台の背面側の空間を認識することがで
きるとよい。
【００１３】
　仕切板のいずれか一方又は両方の側を介してカウンター越しに化粧台の背面側の空間を
認識することができるので、化粧空間の中央部にこの化粧台を設置すると、化粧をしなが
らであっても、化粧台の背面側の空間を認識することができる。
【００１４】
　上記の化粧台において、化粧台のカウンターの一方の端部には、給水栓と水を受ける洗
面ボウルからなる洗面部が設けられ、洗面部はカウンターの正面側、背面側、側面側の３
方向からアクセス可能であるとよい。
【００１５】
　この化粧台には洗面部が設けられているので、化粧台で化粧をしながら洗面部で手や顔
を洗ったりすることができ、さらに、洗面部はカウンターの正面側、背面側、側面側の３
方向からアクセス可能であるため、化粧台の正面側からだけでなく、この化粧台で仕切ら
れた化粧空間のさまざまな場所から洗面部を利用することができる。
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【００１６】
　上記の化粧台において、前記仕切板の内部に前記照明装置が設けられ、前記仕切板の表
面部は、鏡部と、照明装置の光を透過する透過部を有し、表面部は継ぎ目レスの板材から
なっているとよい。
【００１７】
　化粧台に設けられる照明装置が仕切板の内部に設けられており、仕切板の表面部が、鏡
部と照明装置の光を透過する透過部を有する構造になっているので、化粧台は照明装置を
備えながら、化粧台の納まりをすっきりとしたものにすることができる。また、仕切板の
表面部が、鏡部と照明装置の光を透過する透過部を有しているので、鏡に顔を映したとき
に効果的に照明を顔に受けることができ、化粧時に化粧の状態を確実に把握することがで
きる。さらに、仕切板の表面部が継ぎ目レスとなっているので、仕切板が一枚板で形成さ
れていることが認識され、仕切板がすっきりとした表面部を構成することができ、清掃も
容易に行うことができる。
【００１８】
　上記の化粧台において、透過部がサンド加工されているとよい。
【００１９】
　透過部がサンド加工されているので、透過部を介して照らされる照明装置の照明の光が
透過部のサンド加工により乱反射されるため、照明装置の照明が柔らかな照明となり、化
粧時に直接照明が目に入ってしまう不快感を防止することができる。また、サンド加工に
より照明装置が直接目視されることが妨げられるため、化粧台は照明装置が見えないすっ
きりとした意匠を実現することができる。
【００２０】
　上記の化粧台において、化粧台に設けられる照明装置の透過部を介して照射される照明
は、色温度が５０００ケルビン以上、照度が５５０ルクス～６５０ルクス、平均演色評価
指数が８５～１００であるとよい。
【００２１】
　照明装置の透過部を介して照射される照明の色温度、照度、平均演色評価指数がそれぞ
れ５０００ケルビン以上、５５０ルクス～６５０ルクス、８５～１００となっているので
、化粧をするのに最適な照明を提供することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は以上のとおりであるから、化粧のしやすい姿勢で化粧を容易にすることができ
る化粧台を提供することができる。さらに、化粧空間の中央部に設置することができ、化
粧空間を仕切ることができる化粧台を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施形態の化粧台を示す斜視図である。
【図２】図（イ）は、仕切板の鏡部と透過部の構成を示す断面平面図、図（ロ）は、仕切
板の構成を示す断面平面図である。
【図３】化粧台が設置される化粧空間が適用される住宅の１階平面図である。
【図４】化粧空間を示す図３の一部拡大平面図である。
【図５】化粧空間を示す、図４のＡ－Ａ線断面側面図である。
【図６】本発明の第２の実施形態である化粧台を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　次に、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２５】
　図１に示す本発明の第１の実施形態である化粧台１において、２はカウンター、３は仕
切板、４は照明装置、７は収納部、８は洗面部である。
【００２６】
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　化粧台１は、横方向に伸びた幅広のカウンター２と、カウンター２の上面から上方に向
けて突出し、化粧台１の正面側に鏡部５を備えた平板状の仕切板３からなる。仕切板３は
、その横幅がカウンター２の横幅よりも短く、カウンター２の中央部に設けられている。
化粧をする人は、仕切板３の両側及び上方の仕切板３で仕切られていない空間を介して、
化粧台３で仕切られた化粧台１の背面側の空間を認識することができる。また、後述する
ように、仕切板３で仕切られていない空間を介して、化粧台１の背面側より洗面部８への
アクセスが可能となっている。
【００２７】
　図１、図２（ロ）に示すように、仕切板３の内部には照明装置４，４として直管型の蛍
光灯が縦方向に配置されている。仕切板３の正面側３０１は全面が鏡部５で覆われ、鏡部
５の端部よりの一部がそれぞれ縦方向に、仕切板３の内部に配置された照明装置４，４の
照明を透過する透過部６となっている。
【００２８】
　仕切板３の鏡部５と透過部６の構成は、図２（イ）に示すように、正面側３０１に備え
られた継ぎ目レスのガラス板３０２の背面側３０３に鏡部５を形成するための銀引き処理
３０４がされ、透過部が形成されるところには、銀引き処理３０４がされずに、サンド加
工３０５がなされている。３０６は、銀引き処理３０４の剥がれなどによる腐食を防ぐ背
面処理と鏡部５と透過部６の境界をきれいに見せるためになされるカラー塗装である。
【００２９】
　銀引き処理３０４とカラー塗装３０６により、鏡部５は鏡としての効果を発揮し、透過
部６に施されたサンド加工３０５により、仕切板３の内部に設けられた照明装置４の照明
がサンド加工３０５による乱反射と目隠し効果により、光源としての照明装置が直接見え
ない状態で、透過部６を介して照射される照明装置４の光を拡散した穏やかな光として照
射している。
【００３０】
　また、鏡は、通常のガラスを使用したのでは、ガラスに含まれる微量の金属が原因で青
みがかった色調に映ってしまうのを、純度の高いガラスを採用することで、正確な顔色を
確認しながら化粧をすることを可能にしている。
【００３１】
　なお、透過部４の高さ方向の長さは照明装置４としての直管型蛍光灯の長さ寸法より短
く設定され、直管型蛍光灯の両端部が透過部４から隠れるようになされている。蛍光灯は
使用によりその端部が黒ずんでしまうため、蛍光灯の端部を隠すことにより、蛍光灯が使
用により劣化し端部部分が黒ずんでしまっても、透過部６を介しては蛍光灯の端部が黒ず
んだことが認識されない。
【００３２】
　透過部６を介して照射される照明装置の照明は、色温度が５０００ケルビン以上、照度
が５５０ルクス～６５０ルクス、平均演色評価指数が８５～１００となるように設定され
ている。色温度を５０００ケルビン以上に設定することで、肌を白く自然に見せることが
できることから、化粧をする際の照明の色温度としては最適となる。また、照度を５５０
ルクス～６５０ルクスに設定することで、化粧台という局所照明であっても、化粧台が設
置される空間の照度に影響されず、化粧をするために必要な照度を確保することができる
。また、平均演色評価指数を８５～１００に設置することで、自然光に近い光を実現する
ことができ、化粧をするのに適した演色性を確保することができる。
【００３３】
　仕切板３はカウンター２に対して、カウンター２の正面部の前縁部２ａから仕切板３の
正面部の表面までの距離が、化粧時に化粧をする人が前屈みにならなくても、鏡に自分の
顔を十分に映しながら化粧が行える距離である、例えば３００～４００ｃｍ、特に３５０
ｍｍとなるように設けられている。
【００３４】
　化粧台１の一方の端部には、洗面部８が設けられている。洗面部８は、給水栓９と水を
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受ける洗面ボウル１０からなり、給水栓９及び洗面ボウル１０は、化粧台１の正面側、背
面側、側面側の３方向から使用できるようにアクセス可能となっている。
【００３５】
　カウンター２と仕切板３との間には、洗面部８と一体となった収納部７が設けられてい
る。収納部７は、複数の引き出し式の収納庫１１‥で構成され、一部の収納庫１１の上面
１１ａは、内部の収納物が確認できるようにガラスなどの透過性の材料で覆われており、
収納庫１１‥を単なる収納するためだけのスペースとして利用するのではなく、大切なモ
ノやお気に入りのモノなどを飾り、眺めるためのスペースとしても活用することができる
。また、一部の収納庫１１の上面は、周辺部より一段低い凹部１１ｂが設けられ、普段使
うアイテムを並べておくことができるようになされ、使用時にすぐに手に取ることができ
、また、デザインのよいボトルなどを飾って楽しむことができる。なお、カウンター２の
下面に設けられた１２‥は、引き出し式の収納ケースである。
【００３６】
　この化粧台では、カウンター正面部と鏡を備えた仕切板正面部との間隔が３００ｍｍ～
４００ｍｍの範囲で形成されているので、カウンターの正面に座ったときに、仕切板正面
部に備えられた鏡までの適切な距離が確保されるので、カウンターの正面に座り仕切板正
面部の鏡に向かって化粧をする場合に、カウンターの正面に座って化粧をするだけで、化
粧の具合を確かめるためにわざわざ鏡に近寄らなくてもよい。
【００３７】
　化粧台に照明装置が設けられていることで、化粧の時に必要な照明を容易に確保するこ
とができ、別途照明装置を用意する必要がなく、また化粧空間内の天井に設けられたシー
リングライトなどの照明をたよりに化粧を行う必要もない。
【００３８】
　カウンターと仕切板の間に引き出し式の収納部が設けられているので、化粧台の前に座
って化粧をしているときでも、収納物の取り出しを容易にすることができる。カウンター
の下に引き出し式の収納部を設けてしまうと、収納部を引き出して収納物を取り出すとき
には、体を反らせたり、体の位置を変えなければならないが、体を動かしたりしにくい化
粧中であっても、本発明の化粧台であれば容易に収納部を引き出して収納物を取り出すこ
とができる。
【００３９】
　仕切板のいずれか一方又は両方の側を介してカウンター越しに化粧台の背面側の空間を
認識することができるので、化粧空間の中央部にこの化粧台を設置すると、化粧をしなが
らであっても、化粧台の背面側の空間を認識することができる。
【００４０】
　この化粧台には洗面部が設けられているので、化粧台で化粧をしながら洗面部で手や顔
を洗ったりすることができ、さらに、洗面部はカウンターの正面側、背面側、側面側の３
方向からアクセス可能であるため、化粧台の正面側からだけでなく、この化粧台で仕切ら
れた化粧空間のさまざまな場所から洗面部を利用することができる。
【００４１】
　化粧台に設けられる照明装置が仕切板の内部に設けられており、仕切板の表面部が、鏡
部と照明装置の光を透過する透過部を有する構造になっているので、化粧台は照明装置を
備えながら、化粧台の納まりをすっきりとしたものにすることができる。また、仕切板の
表面部が、鏡部と照明装置の光を透過する透過部を有しているので、鏡に顔を映したとき
に効果的に照明を顔に受けることができ、化粧時に化粧の状態を確実に把握することがで
きる。さらに、仕切板の表面部が継ぎ目レスとなっているので、仕切板が一枚板で形成さ
れていることが認識され、仕切板がすっきりとした表面部を構成することができ、清掃も
容易に行うことができる。
【００４２】
　透過部がサンド加工されているので、透過部を介して照らされる照明装置の照明の光が
透過部のサンド加工により乱反射されるため、照明装置の照明が柔らかな照明となり、化
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粧時に直接照明が目に入ってしまう不快感を防止することができる。また、サンド加工に
より照明装置が直接目視されることが妨げられるため、化粧台は照明装置が見えないすっ
きりとした意匠を実現することができる。
【００４３】
　　照明装置の透過部を介して照射される照明の色温度、照度、平均演色評価指数がそれ
ぞれ５０００ケルビン以上、５５０ルクス～６５０ルクス、８５～１００となっているの
で、化粧をするのに最適な照明を提供することができる。
【００４４】
　次に、この化粧台１を用いた化粧空間について説明する。
【００４５】
　図３，４に示す本発明の実施形態である化粧台１を用いた化粧空間２０において、２１
は化粧空間２０が設けられる戸建住宅、２２は居住空間としてのリビングダイニングキッ
チンである。図３，４はそれぞれ戸建住宅２１の１階平面図、１階一部拡大平面図であり
、戸建住宅２１の１階には化粧空間２０、リビングダイニングキッチン２２の他、納戸２
３、廊下２４、玄関２５、洗面所２６、浴室２７、トイレ２８が設けられている。
【００４６】
　化粧空間２０は、戸建住宅２１の１階のリビングダイニングキッチン２２の一部を壁面
で仕切ることにより設けられた空間であり、リビングダイニングキッチン２２とは扉が設
けられず行き来自在に連続しており、化粧空間２０として閉じられた一つの個室としてで
はなく、化粧空間２０はリビングダイニングキッチン２２の壁面で仕切られた一部の空間
として設けられる。本実施形態では、リビングダイニングキッチン２２が平面視略Ｌ字型
をしており、リビングダイニングキッチン２２のうち、屋外側に突出した部分が化粧空間
２０とされている。
【００４７】
　リビングダイニングキッチン２２から化粧空間２０へは、２度の直角方向への方向転換
を経て到るように略Ｓ字型のアプローチ２９が設けられており、アプローチ２９の照明は
、リビングダイニングキッチン２２という日常性の空間から化粧空間２０という非日常性
の空間への移行を演出するための間接照明が設けられている。
【００４８】
　化粧空間２０の平面は、平面視方形をしており、中央部には化粧台１が、化粧空間２０
とアプローチ２９が連接する入り口３０を有する壁面３１と垂直となるように、一方の端
部を壁面３１と対向する壁面３２に当接させて設置されている。
【００４９】
　化粧台１によって化粧空間２０は、化粧台１の正面側の化粧をするための空間３３と化
粧台１の背面側の化粧以外の行為をするための空間３４とに分割され、化粧台１の背面側
の化粧以外の行為をするための空間３４には、やわらかなフロアマット３５とともにソフ
ァ３６やテーブル３７が設置され、リラックスした時間を過ごせるようになされており、
読書をしたり音楽を聞いたりなど一人の時間を楽しんだり、パックなど時間のかかる化粧
時などに活用することができる。
【００５０】
　図５に示すように、化粧空間２０の天井は、化粧空間２０の壁面３８‥との間に隙間を
有する天井パネル３９が、リビングダイニングキッチン２２と比較して天井高さが低くな
るように吊り下げられており、化粧空間２０の天井高さがリビングダイニングキッチン２
２と比較して低くなっている。また、天井パネル３９の上面側外周部には、間接照明とし
ての照明装置４０が設けられ、壁面３８‥と天井パネル３９との隙間を介して、化粧空間
２０を間接的に照明する。
【００５１】
　また、図３，４に示すように化粧空間２０及びアプローチ２９のコーナー部４１は、Ｒ
形状となるようになされている。また、化粧空間２０の壁面の一部には屋外と連続する窓
４２が設けられている。
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【００５２】
　化粧空間２０とリビングダイニングキッチン２２を仕切る壁面３８の上方部には、化粧
空間２０とリビングダイニングキッチン２２とを連通する開口部４３が設けられている。
開口部４３を介して、化粧空間２０に居ながらにして、リビングダイニングキッチン２２
の人の気配を感じることができる。
【００５３】
　この化粧空間は、リビングダイニングキッチンの一部を仕切って設けられており、リビ
ングダイニングキッチンからの視線が遮られているので、化粧空間内で、家族の視線を気
にすることなく、ゆったりとした気分で化粧を行うことができる一方で、リビングダイニ
ングキッチンとは扉レスで連続しているため、化粧空間が独立した部屋ではなく、家族か
ら独立して引きこもって化粧をするのではなく、家族の気配を感じながら化粧をすること
ができる。
【００５４】
　そして、化粧空間の中央部には化粧台が設けられているので、化粧は壁に向かってでは
なく、部屋の中央部を向かってすることになり、化粧台が壁に向かって配置されていると
きのように壁からの圧迫感を受けることなく、化粧台の鏡を備えた仕切板の周囲を介して
化粧台の背面側の空間を認識しながら開放的な気分で化粧をすることができる。
【００５５】
　そして、化粧台により化粧空間が２つの空間に分割されているので、化粧空間を化粧台
の正面側の化粧をするための空間と化粧台の背面側の化粧以外の行為をするための空間と
に分けて利用することができるので、化粧台の正面側の空間では化粧をし、化粧の背面側
の空間では時間をかけてパックをするなど、その用途に合わせて多目的に使うことができ
る。
【００５６】
　また、化粧台の一方の端部が化粧空間の壁面に当接しているので、化粧空間を化粧台の
正面側の空間と背面側の空間２つの空間に略コの字型に２つの空間に分割され、それぞれ
の空間が通り抜けできないことにより、それぞれの空間にいるときに包まれ感を感じるこ
とができ、それぞれの空間を行き来する動線が１つに確定される。
【００５７】
　また、化粧空間の天井高が、リビングダイニングキッチンの天井高より低くなっている
ので、リビングダイニングキッチンから化粧空間に移動したときに、異空間へ入った感覚
を感じることができ、また、天井高が低いことにより包まれ感がうまれ、あたかも自分が
繭の中に包まれているかのような感覚を感じることができる。特に、化粧空間の床面積が
プランの制約上小さくなってしまった場合でも、天井高さが低くなっているので、化粧空
間内の高さと平面積の比率により、包まれ感を感じることができる。
【００５８】
　また、リビングダイニングキッチンから化粧空間へ到るアプローチが略Ｓ字型になって
いるので、リビングダイニングキッチンと化粧空間が扉レスで連続しているにもかかわら
ず、リビングダイニングキッチンからの視線を確実に遮ることができる。また、リビング
ダイニングキッチンという日常性の空間から化粧空間という非日常性の空間への移行を演
出することができる。
【００５９】
　また、化粧台に正面側及び背面側からアクセス可能な洗面部が設けられているので、化
粧空間の２つの分割された化粧台の正面側の空間と背面側の空間どちらからでも、化粧台
の洗面部を利用することができる。
【００６０】
　また、化粧空間の少なくとも一つのコーナー部が角型でなくＲ形状であることで、丸み
をおびた印象を与え、化粧空間にいる人はやさしく包まれた癒しの空間を実感することが
できる。
【００６１】
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　また、化粧空間の少なくとも一つの壁面が屋外と連続する窓であるので、太陽光を取り
込むことができ、化粧をする際、蛍光灯や白熱灯だけでなく、太陽光も活用してさまざま
な光に対応した化粧を行うことができる。
【００６２】
　また、化粧空間の少なくとも一つの壁面に開口部が設けられ、開口部により、化粧空間
とリビングダイニングキッチンが連通していることで、こもりがちになってしまう化粧空
間でありながら、リビングダイニングキッチンの人の気配を感じることができ、家族がそ
ばにいる安心感を体感しながら自分ひとりのプライベート空間を楽しむことができる。と
くに、小さい子供を抱える女性にとっては、子供の気配を感じながら化粧をすることがで
きるので、安心することができる。
【００６３】
　そして、住宅内において女性が化粧をすることが癒しとなり、非日常性を体感すること
ができる空間が実現でき、さらには繭の中に包み込まれて癒されるような癒しの空間を実
現することができる。
【００６４】
　図６に示す本発明の第２の実施形態である化粧台５１では、収納部７を構成する複数の
引き出し式の収納庫１１‥の上面には、第１の実施形態の化粧台１と異なりガラスなどの
透過性の材料で覆われておらず、また、周辺部より一段低い凹部が設けられていない。引
き出し式の収納庫１１の間に設けられた５２は電源コンセントと照明のスイッチである。
なお、第１の実施形態と同じ構成要素については同じ符号を付している。
【００６５】
　以上に、本発明の実施形態を示したが、本発明はこれに限られるものではなく、発明思
想を逸脱しない範囲で各種の変更が可能である。例えば、上記の実施形態では、化粧台に
洗面部を設けた場合について示したが、洗面部がなくてもよい。
【００６６】
　また、化粧台を化粧空間の中央部において、化粧空間を２つの空間に仕切る場合につい
て示したが、化粧台の背面部を壁面に相対させて、壁面に沿って化粧台を設置してもよい
のはいうまでもない。
【符号の説明】
【００６７】
　１，５１・・・化粧台
　２・・・カウンター
　３・・・仕切板
　４・・・照明装置
　５・・・鏡部
　６・・・透過部
　７・・・収納部
　８・・・洗面部
　９・・・給水栓
　１０・・・洗面ボウル
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